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四
月
も
終
わ
る
雨
上
が
り
の
新
緑
の

美
し
い
日
、「
い
き
い
き

人
」
の
取
材

で
日
吉
の
山
中
へ
出
か
け
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
に
職
場
の
机
を
離
れ
、
済
ん
だ

空
気
と
若
葉
の
瑞
々
し
さ
を
感
じ
な
が

ら
林
道
を
歩
き
、
取
材
を
終
え
る
こ
ろ

は
自
分
が
山
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
す
ご
く
気
持
ち
が

い
い
で
す
よ
。
▼
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で

多
い
の
が
、
中
高
校
生
の
事
件
。
被
害

者
で
な
く
加
害
者
と
し
て
の
話
題
。
命

の
重
み
と
い
う
か
、
物
事
の
分
別
や
痛

み
が
わ
か
ら
な
い
？
短
絡
的
で
自
分
勝
手
？

こ
ん
な
言
葉
で
済
ま
さ
れ
る
の
か
。
本

当
に
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
残
念

で
悲
し
く
な
り
ま
す
。
▼
私
事
に
な
り

ま
す
が
四
月
か
ら
広
報
マ
ン
と
し
て
四

地
域
を
取
材
す
る
こ
と
に
な
っ
た
早
々

不
注
意
で
右
足
を
ケ
ガ
し
全
治
四
週
間
。

四
が
三
つ
も
並
び
良
い
の
か
悪
い
の
か
？

職
場
で
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
い
ろ
ん
な

人
に
感
謝
す
る
毎
日
で
松
葉
杖
と
共
に

生
活
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
一

番
の
被
害
者
は
家
族
。
▼
何
事
も
前
向

き
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
出
会

い
を
楽
し
み
に
。

編

集
た
い
む

東市来町伊作田の江口漁港で開
催された「第14回ふるさと港まつり」
餅まきや魚のつかみ取りなどで終
日賑わいました。
（詳しくは次号でお知らせします。）

今月の
表 紙

港に活気！つかみ取りも大人気 

わ
が
地
域 

伊
集
院
北
地
区
公
民
館（
伊
集
院
地
域
） 

地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら 

▲ ふるさと美化活動で地区公民館を清掃

北
地
区
は
伊
集
院
地
域
の
北
部

に
位
置
し
、
北
東
部
は
鹿
児
島
市

（
旧
郡
山
町
）
北
西
部
は
東
市
来

地
域
と
接
し
、
十
四
の
自
治
会
で

構
成
さ
れ
、
管
内
の
面
積
は
約
十

九
平
方
㌔
メ
ー
ト
ル
、
伊
集
院
地

域
の
約
三
割
を
占
め
、
千
六
百
七

世
帯
、
四
千
五
十
五
人
が
暮
ら
し

ま
す
。

北
地
区
は
藩
制
時
代
伊
集
院
郷

の
中
に
あ
り
、
郷
は
明
治
二
十
二

年
に
三
分
割
さ
れ
下
伊
集
院
村
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
三
十
一
年
の
町
村
合
併
で
四
分

割
、
そ
の
大
部
分
が
旧
伊
集
院
町

と
合
併
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
　  

じ
ゅ
う    

い
ん
　 

き
た 

地 自 

ス 

区
活
性
化
の
母
体
組
織
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
今
年
の
第

一
目
標
。
自
立
に
向
け
た
行
政
に
頼

ら
な
い
取
り
組
み
が
で
き
る
地
域
と

し
て
、
組
織
づ
く
り
と
協
力
体
制
の

確
立
を
目
指
し
よ
う
や
く
動
き
始
め

ま
し
た
。
年
間
活
動
は
専
門
部
六
部

会
で
計
画
、
自
治
会
長
会
で
も
①
上

水
道
の
普
及
推
進
な
ど
地
区
全
体
で

考
え
る
こ
と
②
高
齢
者
少
子
化
対
策

な
ど
各
自
治
会
で
考
え
る
こ
と
の
二

つ
の
大
き
な
柱
に
向
け
て
取
り
組
む

な
ど
地
区
全
体
が
一
体
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

助
努
力
へ
の
道
に
目
覚
め
た
き
っ

か
け
は
、
上
水
道
の
普
及
率

が
伊
集
院
地
域
内
で
最
下
位
だ
っ
た

こ
と
で
、
も
と
も
と
自
然
に
恵
ま
れ

資
源
が
豊
富
に
あ
っ
た
地
域
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
の
結
果
。
今
で
は
こ
の
問

題
に
各
自
治
会
長
も
真
剣
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
、
自
治
会
で
市
担
当

者
を
呼
ん
で
の
勉
強
会
を
開
催
す
る

ほ
ど
に
。「
地
域
の
こ
と
は
自
分
た

ち
で
す
る
」
を
基
本
に
、
自
治
会
間

の
競
争
意
識
も
芽
生
え
始
め
て
き
ま

し
た
。ポ

ー
ツ
は
伊
集
院
地
域
内
で

も
盛
ん
な
地
区
で
す
。
昔
は
、

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
し

て
地
域
の
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
し

た
が
、
出
る
か
ら
に
は
優
勝
を
目
指

し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
、
当
時
北
地
区

の
大
会
を
開
催
し
、
各
種
目
の
ル
ー

ル
の
勉
強
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
で

は
公
民
館
の
年
間
行
事
に
各
種
目
で

自
治
会
対
抗
戦
を
組
み
入
れ
、
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
参
加
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
地
域
の

親
睦
に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

域
の
核
と
な
る
北
小
・
北
中

学
校
。
学
校
が
元
気
に
な
ら

な
い
と
地
域
に
元
気
が
出
な
い
。
北

小
は
こ
の
四
年
間
で
児
童
数
が
約
百

二
十
名
減
少
す
る
少
子
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
今
年
学
校
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
地
元
で
も
記
念
事
業
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
を
契
機
に

地
区
活
性
化
の
浮
揚
策
も
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

年
は
地
区
改
革
に
向
け
て
の

ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
年
間

を
通
し
て
多
く
の
行
事
等
を
実
施
し

て
い
く
上
で
は
、
住
民
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
い

活
動
を
基
本
と
し
こ
れ
ま
で
以
上
に

地
区
内
の
連
帯
意
識
を
強
め
、
地
区

活
性
化
へ
の
道
と
し
て
【
人
・
物
・

環
境
】
づ
く
り
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

今 

館長　有村義明さん 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 53,017人（　349） 

　　男 24,797人（　256） 

　　女 28,220人（　 93） 

世帯数 22,294（　304） 
5月1日現在（　）は前月比 

地 
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こ
の
計
画
は
、
日
置
市
と
し
て
初
め

て
策
定
す
る
総
合
計
画
で
、
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
地
域
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
運
営
を
展
開
す
る
た
め
、

旧
四
町
が
策
定
し
た
計
画
の
ほ
か
、
国

の
計
画
や
鹿
児
島
県
の
計
画
、
合
併
協

議
会
で
策
定
し
た
「
日
置
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
基
本
に
、
こ
れ
ら
の
関
連

計
画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
変
革

の
時
代
の
社
会
情
勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
市
の
十
年
後
を
見
据

え
た
二
十
一
世
紀
初
頭
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
、
市
民
と
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
な

る
も
の
で
す
。

「
地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調

和
を
生
か
し
た

ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る

健
や
か
な
都
市
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二

十
七
年
度
ま
で
の
10
カ
年
を
計
画
期
間

と
し
、
分
野
別
と
地
域
別
の
振
興
策
を

基
本
計
画
と
す
る
市
行
政
運
営
の
指
針

と
な
り
ま
す
。

本
市
は
、
県
都
鹿
児
島
市
に
隣
接
し
、

日
常
生
活
に
お
い
て
も
深
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
の
伊
集
院
と
市
来
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
周
辺
の
道
路
整

備
も
徐
々
に
進
み
、
九
州
新
幹
線
が

部
分
開
業
す
る
な
ど
高
速
交
通
網
が

日
ご
と
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本

市
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
た
な
地
域

づ
く
り
を
展
開
す
る
う
え
で
、
最
も

生
か
す
べ
き
条
件
は
「
六
十
万
都
市

に
隣
接
す
る
地
理
的
特
性
」
と
言
え

ま
す
。
今
後
は
、
県
都
の
西
隣
に
位

置
す
る
と
い
う
地
理
的
な
優
位
性
を

最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
産
業
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
定
住

人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
壮
大
で
ロ
マ
ン
に

満
ち
た
歴
史
的
、
文
化
的
遺
産
に
加
え
、

白
砂
青
松
の
日
本
三
大
砂
丘
「
吹
上
浜
」

や
東
シ
ナ
海
、
さ
ら
に
は
優
れ
た
泉

質
を
誇
る
温
泉
な
ど
、
古
の
情
緒
と

安
ら
ぎ
に
満
ち
た
貴
重
な
資
源
を
数

多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
活
用
し
、

市
民
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、

拠
点
と
な
る
施
設
づ
く
り
や
長
期
滞

在
が
可
能
と
な
る
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集

客
力
の
向
上
を
図
り
、
魅
力
あ
る
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、効
率
的
で
収
益
性
の
高
い

営
農
を
確
立
す
る
た
め
の
広
域
的
な

農
業
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、作
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
体
験
農
業
等
を
中
心

と
し
た
都
市
と
農
村
と
の
交
流
の
展

開
や
、豊
か
な
海
の
恵
み
を
活
用
し
た

水
産
業
の
振
興
、魅
力
あ
る
に
ぎ
わ
い

空
間
の
創
出
な
ど
に
努
め
、市
内
の
一

体
的
浮
揚
・
発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
制
施
行
に
伴
う
規

模
拡
大
の
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
、

各
地
域
の
有
す
る
資
源
を
総
合
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
誘
致

の
促
進
や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

さ
ら
に
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

公
共
施
設
等
の
効
率
的
な
整
備
や
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

第１次総合計画特集 

　
市
で
は
、
旧
四
町
の
歴
史
や
文
化
と
こ
れ
ま
で
の
発
展
の

成
果
を
継
承
し
な
が
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
し
て
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
七
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
「
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
総
合
計
画
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

計
画
で
、
日
置
中
央
合
併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
た
「
日
置
市

ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
、
日
置
市
総
合
計
画
審
議

会
や
地
域
審
議
会
、
住
民
説
明
会
等
を
経
て
、
多
く
の
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
取
り
入
れ
て
策
定
し
た
も
の

で
す
。 

　
本
年
二
月
に
、
日
置
市
総
合
計
画
審
議
会
（
藤
松 

劼
会

長
）
か
ら
宮
路
市
長
に
総
合
計
画
の
答
申
が
行
わ
れ
、
市
で

は
こ
の
答
申
を
受
け
、
市
議
会
三
月
定
例
会
に
「
第
一
次
日

置
市
総
合
計
画
」
を
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 

　
そ
こ
で
、
こ
の
総
合
計
画
を
構
成
す
る
「
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

「
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画

次
日
置
市
総
合
計
画
」
を
策
定

を
策
定 

「
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画

次
日
置
市
総
合
計
画
」
を
策
定

を
策
定 

「
第
一
次
日
置
市
総
合
計
画
」
を
策
定 

総
合
計
画
の
趣
旨 

▲ 総合計画審議会で精査し市へ答申

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
市
総
務
企
画
部
企
画
課

企
画
調
整
係（
内
線
一
二
六
四
）

【
参

照
】

日
置
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.city.hioki.kagoshim

a.
jp/keikakutop.htm

）

▲ 地域ごとに開催された住民説明会

い
に
し
え

地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た 

ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市
づ
く
り 

地
理
的
特
性
と
歴
史
や
自
然
と
の
調
和
を
生
か
し
た 

ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る
健
や
か
な
都
市
づ
く
り 

〜
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
〜

ま
　
　 
ち 
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第１次総合計画特集 

第1次日置市総合計画の体系 第1次日置市総合計画の体系 

総合計画の構成 計画の期間 

ま ち づ く り の 基 本 理 念

地理的特性と歴史や自然との調和を生かした
ふれあいあふれる健やかな都市づくり

日置市まちづくり計画
（日置中央合併協議会策定）

日置市の将来像
（まちづくりの基本構想）

まちづくりの背景と課題

日 置 市 の 魅 力

総合計画審議会・地域審議会・住民説明会

整理
検討

整理
検討

整理
検討

１．豊かな自然環境を生かした

ふれあいと安らぎのある

健やかなまちづくり

２．地理的特性を生かした

魅力あるまちづくり

３．古のロマンが織りなす

歴史と伝統、風土を生かした

教育・文化のまちづくり

４．地域資源の持つ可能性を生かした

個性ある産業振興のまちづくり

いにしえ

◆ 東市来地域

◆ 伊集院地域

◆ 日吉地域

◆ 吹上地域

１．どこに住んでいても不便さを感じない都
市基盤づくり【社会基盤】

２．自然環境と調和する豊かな暮らしづくり
【生活環境】

３．自然風土や産業基盤を生かした活力ある
産業群の育成【産業経済】

４．子供から高齢者まで安心して暮らせるま
ちづくり【保健医療福祉】

５．特色ある地域文化を継承する風土づくり
【教育文化】

６．地域の活性化を支える組織活動の充実
【住民自治】

７．市民の満足度と効率化を両立できる体制
づくり【行財政】

１．吹上浜アスリートの森づくりプロジェクト

２．食と農の創造拠点整備プロジェクト

３．史と景と文化のまちづくりプロジェクト

４．いきいきすこやか拠点整備プロジェクト

５．情報化タウン推進プロジェクト

６．環境にやさしいまち推進プロジェクト

連携

連携

地 域 別 の 振 興

分 野 別 の 振 興

創生プロジェクト

基
本
計
画

基本構想

基本計画
（前期５年、後期５年）

実施計画
（計画期間３年、１年ごとに見直し）

基本構想
日置市のまちづくりの指針となるものです。本市の将来像とそれに必要な施

策の大綱を明らかにします。市議会の議決が必要です。

基本計画
基本構想に基づき。各行政分野における施策を総合的かつ体系的に示すものです。
基本計画は平成27年度を目標年度としていますが、様々な要因により行政事情

の変化等が予想されるため、策定後５年を目途に見直しを行うこととしています。

実施計画
基本計画で定めた施策を計画的かつ効率的に実施するために

定められ、向こう３年間の年次計画を１年ごとに見直す短期の計
画です。毎年度の予算編成や事業実施の指針となります。

18 19 20 21 22 23～27年度

平成18年４月 平成23年４月 平成28年３月

基本構想及び基本計画の期間は、平成

18年度を初年度とし、平成27年度を目

標年度とする10年間とします。

なお、実施計画は３年間です。

後 期 基 本 計 画

基 本 構 想

実 施 計 画

実 施 計 画施 計 画

実 施 計 画施 計 画

前 期 基 本 計 画前 期 基 本 計 画

実 施 計 画

実 施 計 画

前 期 基 本 計 画
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第１次総合計画特集 

平成18年度実施計画 
日置市全体の主な事業 

地域ごとの主な事業 

社会基盤 ●地域コミュニティバス運行 ●地域イントラネット基盤施設整備事業
●道路新設改良事業（一般道路整備事業、地方特定道路整備事業、地方道路整備臨時交付金事業、まち

づくり交付金市道整備事業、半島振興地域道路整備事業、辺地対策事業、道整備
交付金事業、過疎対策事業）

生活環境 ●公営住宅建設事業 ●クリーンリサイクルセンター運営事業 ●肉骨粉適正処分緊急対策事業
●県単補助治山事業 ●がけ地近接危険住宅移転事業 ●浄化槽設置整備事業
●水槽付消防ポンプ車 ●消防施設（消防車、資材、防火水槽）整備事業 ●防犯対策事業

産業経済 ●中山間地域等直接支払交付金事業 ●新規就農・後継者育成事業 ●農業振興育成事業
●かごしま園芸タウン産地条件整備事業（伊集院・吹上） ●畜産基盤再編総合整備事業
●農道等施設整備事業 ●森林整備地域活動支援事業 ●商工業振興事業 ●イベント補助事業

保健医療 ●感染症予防接種事務 ●がん検診等事業 ●重度心身障害者医療費助成事業 ●児童居宅事業
福　　祉 ●身体障害者施設事業 ●知的障害者施設事業 ●休日保育事業 ●生活保護費支給事業

教育文化 ●幼児教育支援センター事業 ●スクールカウンセラー配置事業 ●青少年教育事業
●まちづくり交付金健康増進施設整備事業 ●文化事業 ●文化財保護事業 ●外国青年招致事業

住民自治 ●中央・地区公民館学級講座活動事業 ●まちづくり交付金集会施設建設事業

行 財 政 ●男女共同参画事業 ●行政改革推進事業 ●地籍図数値化事業 ●老人保健医療特別会計繰出金

【東市来地域】 
・道路新設改良事業 長里川北線（舗装工事） 堀内下原線（改良・舗装工事） 長里団地５号線（舗装工事）

鹿児島東市来線（県営事業） 山田湯之元停車場線（県営事業） 仙名伊集院線（県営事業）
養母長里線（県営事業） 長里市来線（改良・舗装工事） 長里市来線（橋梁下部工事）
湯之元山田線（改良・舗装工事） 皆田鉾谷線（改良・舗装工事） 遠見番山公園線（改良・舗装工事）

・土地区画整理事業 ・紙屋敷団地C棟建築工事 ・県営中山間地域総合整備事業 ・江口浜海浜公園整備事業
・物産館増築整備事業 ・県営農地侵食防止事業（伊作田地区、皆田地区） ・湯田小校舎新増築工事

【伊集院地域】 
・道路新設改良事業 京之塚線（改良・舗装工事） 中岡線（改良・舗装工事） 下谷口恋之原線他（排水路等工事）

伊集院日吉線（県営事業） 窪田線（改良・舗装工事） 新宮線（改良・舗装工事）
新宮朝日ヶ丘線（改良・舗装工事） 新村中川線（改良・舗装工事） 土橋竹之山線（改良・舗装工事）
麦生田上神殿線（改良・舗装・橋梁工事） 市来四郎園線（改良・舗装工事）
下谷口恋之原線（改良・舗装工事） 宮脇線（改良・舗装工事）
下神殿線（改良・舗装工事） 徳重清藤線（橋梁工事）

・土地区画整理事業 ・中園団地２号棟建築工事 ・県単農業農村整備事業（樋掛地区） ・妙円寺小校舎外壁改修事業
・県営中山間地域総合整備事業 ・伊集院中校舎改築実施設計委託 ・給食センター消毒保管庫更新
・まちづくり交付金健康増進施設整備事業

【日吉地域】 
・道路新設改良事業 山田線（防護柵工事） 塩屋堀線（舗装工事） 笠ヶ野線（改良・舗装工事）

庄の中線（改良・舗装工事）
・県単農業農村整備事業（ニ石地区） ・県営潅がい排水事業 ・吉利小法面工事 ・住吉小法枠ブロック施工
・日置、住吉、日新、吉利小渡り廊下新設工事 ・吉利古城遺跡調査事業

【吹上地域】 
・道路新設改良事業 苙岡今田線（舗装・排水路工事） 中之里塩水流線（改良・舗装工事）

永吉入佐線（県営事業） 谷山伊作線（県営事業） 和田平鹿倉線（改良・舗装工事）
永野竜之瀬線（改良・舗装工事） 赤仁田日添線（改良・舗装工事） 林道駒田線（舗装工事）

・活動火山周辺地域防災営農対策事業 ・県単農業農村整備事業（中田尻地区） ・吹上漁港浚渫工事
・永吉小体育館格子取付 ・伊作小プールろ過装置取替え ・スクールバス運行委託

3 4 5

12 13 14

15 19 31

32 33 34

1 2 10

11 18 22

23 24 25

26 28

29 30

37 38

6 7 20

35

8 9

16 17 21

27 36 39

ひがしいちき

ゆのもと

いじゅういん

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

鹿児島本線

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

270

270

270

270

270

270

270

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道
南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道 南九州西回り自動車道

3

3
3

270
270

270

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

南九州西回り自動車道

3

3

3

伊集院ＩＣ

伊集院ＩＣ

市来ＩＣ

美山PA

伊集院ＩＣ

日置郡東市来町日置郡東市来町

日置郡東市来町

日置郡伊集院町

日置郡日吉町

日置郡吹上町

赤崎

川北

江口

堀内

向湯田

湯田

堀内

鈩口

平迫比良

上野西

柿之迫

神之川

田之湯

伊作田

永山

湯之元

中央

中伊作田

坂之上下

南神之川

元湯

駅前

元伊作田

湯田

上伊作田

城之町下

杉之迫

上野東

城之町

麓下

皆田西

城之町上

長里

宮田

古市

麓上

丸牧

皆田東

美山下

竪山

美山上

美山

下養母下

寺脇
牧之角

下養母上

大峯ヶ原

養母

大平

鉾之谷

元養母

元養母

大平

上床

大峯ヶ原

中野

野下

逆瀬

北山

養母

尾木場

梅木

梅木

下尾木場

郷戸

荻

牟田頭

養母

高塚西

鉾之原

桑木野

田代西

立和名

高塚東

仕明

田代東

久木野々
大田

寺脇

寺脇

大田下

野田四区

大田中

大田

飯牟礼下

野田三区

腰

飯牟礼上

飯牟礼

野田

大田上

野田一区

善福

飯牟礼中

瀬戸内

野田二区

妙円寺二丁目

城山

小城

荒瀬

桑畑

古城

妙円寺団地

天神馬場

伊集院

妙円寺一丁目

妙円寺三丁目

徳重東

徳重

麓東

川畑

平古

郡下

下神殿四区

立野

本平

猪鹿倉

原掛

小原

朝日ヶ丘

中福良

恋之原西

市来

恋之原

下谷口

郡

下神殿三区

恋之原中

宮脇

四郎園

下神殿二区

郡内

下神殿

恋之原東

郡上

下神殿一区

鍋ヶ原

大迫

窪田

中神殿

清藤

中村

末永

井手原

麦生田下

池田

上神殿

上神殿

上神殿下

下土橋

麦生田中

麦生田

上神殿上

麦生田西

上神殿中

上神殿向

上神殿向

つつじヶ丘団地

土橋

麦生田東

上土橋

中川

竹之山

神之川
二潟

帆ノ港

西

帆ノ港

下原

南区

山田

日新

並松

山田上

榎園

植木

中原

山田下

中区

山田

北原

川西

寺下

八幡

日置

吉利

宮下

北区

古里

松ヶ尾

川口

中牟礼

諏訪

草原

古里東

日置

柿之谷

狩谷

遠矢ヶ原

毘沙門

草見

笠ヶ野

草見

樗木

笠ヶ野

日置

草見

田平

吉利

諸正

小吹

岩井田

入来浜

入来浜

入来

西原

小野浜

入来

浜田中

浜田後

今田

亀原

天昌寺

小野馬場

下草田

花熟里

小野

中津

下中之里

原園

中草田

小野

中之里

上中之里

西宮内

正円

川久保

中之里

宮坂

東宮内

小永吉

下田尻

窪田

榎下

苙岡

永吉中和田

中原

上草田

伊作

緑ヶ丘

下和田

永吉

永吉麓

中田尻

中和田

新川原下

安広

多宝寺

上谷

麓

小牧

和田

小山田

田尻

梅里下

新川原上

湯之浦

上和田

湯之浦

野首

下与倉

上田尻

南湯之元

北湯之元

梅里

上田尻

湯神

七呂

下与倉

松下

塩水流

印口

田尻

芋野

瀬谷

助代

坊野下

永野

鍋谷

田代野

永吉

藤元

苙口

高田

梁峯

駒田

坊野上

和田

与倉

北平

竜之瀬

十郎田

駒瀬

乙女月

柱野

新木場

田之尻

赤仁田

湯之浦

平鹿倉

野添

山手

観音河内

湯之浦
今木場

上与倉

今木場

宇都

日添

保養センター

蚕業試験場

ヤッコソウ発生地

鹿児島シーサイドゴルフ場

消防学校

老人ホーム

総合運動公園

塵芥処理場

老人福祉センター

終末処理場

ゆすの里

電器工場

太陽の里

みどりの里

南九州ゴルフ場

老人ホーム

国民宿舎

職業訓練校

湯の浦ゴルフ場

永吉ダム

遠見番山

江口川

湯之元温泉

江口川

自在原

八房川

大里川

中岳

江口川

矢筈岳

諸正岳

城山

永吉川

野田川

下谷口川

神之川

長松川

野田川

大川

城山

大川

向江山

伊作川

吹上浜

大田川

永吉川

小野川

湯之浦川

愛宕山

伊作川

高倉山

小野川

永吉川

牛頭野岡

湯之浦川

伊作川

二俣川

高田川

高峰

江口郵便局

東市来郵便局

東市来長里郵便局

皆田簡易郵便局

下伊集院郵便局

上市来特定郵便局

大田簡易郵便局

飯牟礼簡易郵便局

妙円寺団地郵便局

伊集院郵便局

郡簡易郵便局

下神殿簡易郵便局

朝日ヶ丘簡易郵便局

窪田簡易郵便局

伊集院北郵便局

竹之山簡易郵便局

吉利郵便局

日新簡易郵便局

日置郵便局

草原簡易郵便局

花田簡易郵便局

吹上郵便局

吹上永吉郵便局

吹上温泉郵便局

与倉簡易郵便局

健誠会湯田内科病院
誠心会ゆのもと記念病院

博悠会温泉病院

鹿児島こども病院

山口病院
本庄病院

伊集院病院

守屋病院

はやしだ整形外科病院

町立病院

昭泉会外科馬場病院

馬場病院

町立伊作田小学校

町立湯田小学校

町立鶴丸小学校

町立皆田小学校

町立東市来中学校

町立美山小学校

町立上市来小学校

町立上市来中学校

町立飯牟礼小学校

町立伊集院中学校

町立伊集院小学校

町立妙円寺小学校

県立伊集院高等学校

町立伊集院北中学校

私立鹿児島育英館中等部

私立鹿児島育英館高等部

私立鹿児島城西高等学校

町立伊集院北小学校

町立土橋小学校

町立土橋中学校

町立日新小学校

町立日置小学校

町立日吉中学校

町立吉利小学校

町立住吉小学校

町立扇尾小学校

県立吹上高等学校

町立花田小学校

町立伊作小学校

町立吹上中学校

町立和田小学校

町立永吉小学校

日置地区消防組合消防本部

日置地区消防組合消防署南部分遣所

串木野警察署湯之元交番

串木野警察署長里駐在所

串木野警察署荻駐在所

伊集院警察署伊集院駅前交番

伊集院警察署

伊集院警察署伊集院北駐在所

伊集院警察署日吉駐在所

加世田警察署浜田駐在所

加世田警察署吹上幹部派出所

加世田警察署藤元駐在所

伊集院保健所

鹿児島県消防学校

東市来町役場

鹿児島県伊集院農林事務所鹿児島県伊集院耕地事務所鹿児島県伊集院土木事務所鹿児島県伊集院農業改良普及所

伊集院町役場

日吉町役場

吹上町役場 鹿児島県吹上農業改良普及所

伊集院公共職業安定所

鹿児島地方検察庁伊集院区検察庁熊本国税局伊集院税務署

鹿児島食糧事務所伊集院支所

47.70

43.70

180.04

126.13

113.87

80.50

88.60

201.00

172.57

99.76

94.36

153.34

287.26

118.54

117.40

58.71

122.91

157.88

348.67

175.65

375.60

151.86

142.84

313.25

272.87

334.14

138.83

165.00

228.83

281.34

405.22

354.28

182.41

213.91

302.86

301.42

135.54

143.95

152.59

152.06

148.72

151.25

147.71

162.52

146.69

155.31

160.96

170.67

165.38

171.22

180.34

289.81

184.01

180.05

180.24

187.72

45.97

16.61

39.84

237.79

65.06

164.66

77.20

304.35

263.78

20.78

39.13

20.73

32.76

71.36

87.76

46.08

69.31

118.96

169.34

168.28

155.70

150.87

180.01

305.14

218.87

303.08

203.28

298.57

239.95

353.42

374.87

287.10

234.56

251.06

310.06

426.13

388.91

445.94

460.23

397.27

414.32

7.128

9.374

30.3481

6.59

34.9432
38.9107

57.2975 65.1575

84.4862

110.1359 103.1964

100.909

15.411

13.241

23.001

7.245

18.455

35.611

37.061

11.711

東市来地域 

伊集院地域 

日吉地域 

吹上地域 

地域ごとの主な事業 

3

5

12

13

14

15

19
４

31

32

33

34

1

2

11

18
10

22
23

2425

26

28

29

30

37

38

6

7

20

35

8
9

16

17

21
27

3639

土地区画整理事業

まちづくり交付金健康増進
施設整備事業

道路新設改良事業

活動火山周辺地域防災営農対策事業

○東市来地域 

○伊集院地域 

○日吉地域 

○吹上地域 
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四
月
九
日
、
東
市
来
湯
之
元
温
泉

街
で
「
湯
之
元
馬
頭
観
音
馬
踊
り
」

が
あ
り
、
春
真
っ
盛
り
の
温
泉
街
は

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
明
治
二
十
五
年
に

牛
馬
の
供
養
や
無
病
息
災
の
祈
願
祭

と
し
て
始
ま
っ
た
と
、
伝
え
ら
れ
る

伝
統
あ
る
行
事
。
現
在
は
湯
之
元
ク

ラ
ブ
（
内
田
千
年
会
長
）
が
中
心
に

な
っ
て
継
承
し
て
い
ま
す
。

日
置
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
祭
り

に
宮
路
市
長
も
早
朝
か
ら
踊
り
に
参

加
。
ミ
ス
ひ
お
き
も
花
を
添
え
、
色

鮮
や
か
に
花
飾
り
を
し
た
二
頭
の
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
馬
に
続
く
踊
り
連
と
し
て
、

軽
快
な
ス
テ
ッ
プ
で
練
り
歩
き
ま
し

た
。踊

り
連
は
太
鼓
や
三
味
線
、
お
は

や
し
が
鳴
り
響
く
中
、
約
三
十
カ
所

で
踊
り
を
披
露
。
縁
起
の
い
い
踊
り

に
見
物
人
も
思
わ
ず
踊
り
出
す
場
面

も
あ
り
、
温
泉
街
一
帯
は
終
日
、
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
温
泉
街
の
市
道
の
一
部
を
百

㍍
以
上
に
わ
た
り
歩
行
者
天
国
に
し

た
と
こ
ろ
で
は
、
木
市
や
露
店
も
立

ち
並
び
、
祭
り
を
い
っ
そ
う
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

湯
之
元
温
泉
馬
頭
観
音
馬
踊
り

春
ら
ん
ま
ん

人
も
馬
も
踊
り

温
泉
街
は
祭
り
一
色
に

東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

温
泉
街
も
に
ぎ
や
か
に

練
習
の
成
果
が
で
て
ま
す
？

歩
行
者
天
国
で
は
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

開通式でテープカットを行う宮路市長（左から２人目）

安
全
を
祈
っ
て
渡
り
初
め

東市来町湯田地域の湯之元球場や体育館と県営・
市営住宅がある諏訪之原地域を結ぶ跨道橋が完成し、
４月３日、宮路市長をはじめ宇田市議会議長や地元
関係者約50人が出席し、開通式が行われました。
この橋は、昭和50年代頃から当時の東市来町議

会で架橋を求める声が出され、30年もの長期にわた
る地域住民の強い要望により完成したものです。総
工費は１億9430万円で、長さ34m、幅9.75ｍの
片側一車線の車道と片側に幅２ｍの歩道があります。
地域住民には念願の橋完成となり、安全安心と利便
性が確保されました。

30年の
地域の願い

諏訪之原跨道橋が開通！
住民の安全と

利便性を確保

穏やかな春分の日の３月21日、恒例の彼岸相撲大会
が市営相撲場（市Ｂ＆Ｇ東市来海洋センター内）で開
催され、東市来地域内の小・中学生や鹿児島市内の高
校相撲部など170人が、団体・個人戦で手に汗握る熱
戦を繰り広げました。
また、伊作田小児童による相撲体操と相撲甚句が披

露されると、会場から大きな拍手が送られました。
この大会の創始者は、明治20年東市来町に生まれ、

天才的な相撲で県内に知れ渡った ｢白糸関｣（吉田 森
太郎氏）です。この彼岸相撲は、娯楽のなかった湯之

元に活気を出そうと大正２年に始まり、現在では地域
の伝統的行事として親しまれています。
団体・個人戦の優勝は、次のとおりです。
● 団体戦 
・小学生 鶴丸小Ａ・中学生 上市来中・高校生 鹿児島商業

● 個人戦 
・小４男子 坂元 薫（湯田小） ・小５男子 上園 隆太（伊作田小）

・小６男子 野間口 和輝（鶴丸小）・小４女子 佐野 優希菜（鶴丸小）

・小５女子 徳永 志織（鶴丸小） ・小６女子 古城 千里（鶴丸小）
・中 学 生 枝元 優樹（東市来中）・高 校 生 内 良輔（鹿児島商業）

彼岸
相撲

元気な豆力士、
ハッケヨイ、
ノコッタ、ノコッタ！

相
撲
体
操
を
披
露
す
る
伊
作
田
小
児
童

高
校
生
は
迫
力
が
違
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
も
全
力
を
だ
し
て
対
戦

第34回彼岸相撲大会

東
市
来
町
誌
を
刊
行

東
市
来
の
歴
史

後
世
に
永
く
継
承

旧
東
市
来
町
で
は
、
平
成
十
三
年

度
か
ら
郷
土
東
市
来
町
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
町
の
行

政
沿
革
等
の
歴
史
を
後
世
に
永
く
継

承
す
る
た
め
、
東
市
来
町
誌
編
さ
ん

事
業
に
取
り
組
み
、
五
年
の
歳
月
を

か
け
て
、
今
年
の
三
月
に
「
東
市
来

町
誌
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

三
月
ま
で
、
東
市
来
町
誌
編
さ
ん

室
で
編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
松
村

優

さ
ん
は
、｢

監
修
を
し
て
い
た
だ
い

た
大
学
の
先
生
や
資
料
等
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
刊
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
、
東
市
来
町
の
歴
史

を
学
ん
で
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
て
欲
し
い｣

と
、
話
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
「
東
市
来
町
誌
」
は
、

Ｂ
５
版
（
た
て
26
㌢
×
よ
こ
19
㌢
）

で
表
紙
は
高
級
感
あ
る
紺
色
の
布
ク

ロ
ス
生
地
。
東
市
来
支
所
地
域
振
興

課
（
牲
二
七
四
―
二
一
一
一
）
で
、

一
冊
四
千
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

▲ 全1114ページ（口絵は８ページ）

Ｂ
５
版
サ
イ
ズ
で
表
紙
は
紺
色
布
ク
ロ
ス
地

しら いと ぜき
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せください

見
通
し
よ
く
、走
り
や
す
い
道
路
に

県
道
伊
集
院
日
吉
線

バ
イ
パ
ス
開
通

大
田
か
ら
飯
牟
礼
に
通
じ
る
県
道

伊
集
院
日
吉
線
の
バ
イ
パ
ス
が
、三

月
二
十
七
日
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、北
薗
幸
夫
県
土
木
部

次
長
を
先
頭
に
宮
路
市
長
や
飯
牟
礼

小
学
校
四
年
生
以
上
の
児
童
、地
元

自
治
会
の
住
民
も
参
加
し
て
渡
り
初

め
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
バ
イ
パ
ス

は
、長
谷
大
橋
、飯
牟
礼
大
橋
か
ら
の

景
観
も
す
ば
ら
し
く
、時
間
短
縮
等

に
よ
り
、地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
牟
礼
地
区
の
内
牧
場
（
内
俊
隆
社

長
）
で
、
し
ぼ
り
た
て
の
牛
乳
を
使
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製
造
、
販
売
す

る
「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
パ
ー
チ
ェ
」
の

落
成
記
念
式
典
が
四
月
五
日
に
行
わ
れ
、

六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

し
ぼ
り
た
て
の
新
鮮
な
生
乳
を
利
用

し
た
牧
場
で
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造

販
売
施
設
は
県
内
初
。
酪
農
教
育
フ
ァ
ー

ム
と
し
て
消
費
者
交
流
や
酪
農
体
験
等

に
年
間
延
べ
六
百
人
以
上
受
け
入
れ
て

い
る
内
牧
場
は
、
県
地
域
振
興
公
社
の

畜
産
基
盤
再
編
総
合
整
備
事
業
を
導
入

し
、
製
造
室
の
ほ
か
体
験
学
習
用
の
研

修
室
も
整
備
し
ま
し
た
。

工
房
で
は
「
新
鮮
な
牛
乳
の
風
味
を

い
か
し
た
味
を
」
と
試
行
錯
誤
を
重
ね

た
十
二
種
類
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製

造
販
売
す
る
。
店
舗
を
切
り
盛
り
す
る

の
は
、
牧
場
後
継
者
の
四
姉
妹
。
内
社

長
は
「
こ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
製
造
販

売
施
設
を
通
じ
て
地
産
地
消
・
食
農
教

育
を
行
い
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

を
よ
り
一
層
深
め
、
子
ど
も
た
ち
に
も

食
の
大
切
さ
や
乳
製
品
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
、
地
域
の
活
性
化
に
生
か
し
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊
集
院
北
中
野
球
部
優
勝

県
中
学
校
春
季
選
抜
野
球
大
会

▲ イタリア語で「平和」の意味を持つ「パーチェ」屋根はコーンを表現

▲ 落成記念式典でのテープカット ▲ 工房は姉妹で切り盛り

ジェラート工房
パーチェ
オープン

牧場からの
贈り物

農村地域に
活気を

四
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の

三
日
間
、
鹿
児
島
市
民
球
場
と
県
立

鴨
池
球
場
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六

回
県
中
学

校
春
季
選

抜
野
球
大

会
で
優
勝

し
た
伊
集

院
北
中
野

球
部
が
二

十
八
日
、

優
勝
報
告

の
た
め
市

役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
県
内
各
地
区
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。

伊
集
院
北
中
は
、
決
勝
で
川
内
南
中

を
一
対
〇
で
破
り
、
見
事
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

宮
路
市
長
は
、
訪
れ
た
選
手
達
に

試
合
の
様
子
な
ど
を
熱
心
に
質
問
。

主
将
の
福
元
一
星
く
ん
は
「
ど
の
試

合
も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
自
分

達
の
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮
し
、

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
度
は

夏
の
全
国
大
会
を
目
標
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
文
化
事
業
に
貢
献

イ
ベ
ン
ト
入
場
券
販
売
委
託
契
約
調
印
式

日
置
市
内
に
あ
る
十
三
の
郵
便
局
が
市
文
化
施
設
の
自
主
文
化
事
業
入
場
券

を
窓
口
で
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
十
二
日
、
市
役
所
で
イ
ベ
ン
ト
入
場

券
委
託
契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
、
日
本
郵
政
公
社
九
州
支
社
鹿
児
島
県
本
部
の

田
島
健
治
本
部
長
と
宮
路
市
長
が
委
託
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

取
り
扱
う
の
は
伊
集
院
郵
便
局
の
ほ
か
、
東
市
来
、
吹
上
、
日
置
な
ど
市
内

す
べ
て
の
特
定
局
の
計
十
三
局
。
伊
集
院
文
化
会
館
と
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
自
主
文
化
事
業
に
関
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
す
。

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、
交

通
安
全
協
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
市
職
員
ら

が
街
頭
指
導
を
行
い
、
六
日
に
は
宮

路
市
長
も
永
田
石
油
前
交
差
点
で
街

頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
は
、
通
過
す
る
車
や
通
学
す

る
小
・
中
学
生
に
声
を
掛
け
、
交
通

安
全
に
対
す
る
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

四
月
二
十
六
日
、
日
置
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
約
六
十
人
が
、

徳
重
神
社
と
城
山
公
園
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
毎
年
四
月
と
十
月
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
十
月
に
は
十

日
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
に
合
わ
せ

て
県
道
の
清
掃
作
業
を
行
う
予
定
で

す
。

日
置
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

伊
集
院
中
学
校
の
土
屋
潤
く
ん
（
三

年
）
が
四
月
一
日
に
福
岡
で
行
わ
れ

た
第
五
回
九
州
選
抜
中
学
生
柔
道
体

重
別
団
体
優
勝
大
会
に
県
選
抜
選
手

と
し
て
出
場
。
見
事
優
勝
を
飾
り
、

四
月
二
十
八
日
、
市
役
所
を
訪
問
。

宮
路
市
長
と
田
代
教
育
長
に
優
勝
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
土
屋
く
ん
の
今

後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

伊
中
土
屋
く
ん
表
敬
訪
問

伊
集
院
地
域
に

伝
わ
る
伝
統
の
棒

踊
り
が
各
地
区
で

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
踊
り
は
、

五
穀
豊
穣
や
家
内

招
福
な
ど
を
祈
願

し
て
各
地
区
で
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
土
橋
地
区
で

は
四
月
二
十
七
日
、

勝
護
院
で
小
学
生

か
ら
中
学
生
ま
で
の
十
八
人
が
勇
壮

な
舞
を
奉
納
。
同
時
に
行
わ
れ
た
運

動
会
で
も
披
露
し
ま
し
た
。

郡
地
区
で
は
五
月
五
日
、
二
十
七

人
の
中
・
高
校
生
が
九
玉
神
社
に
奉

納
。
か
す
り
の
着
物
に
、
は
ち
ま
き

姿
の
踊
り
手
た
ち
が
新
築
や
初
節
句

の
家
庭
な
ど
約
六
十
ヵ
所
を
回
り
、

棒
や
鎌
を
交
え
た
伝
統
の
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

飯
牟
礼
地
区
で
は
五
月
十
四
日
、

地
区
内
の
上
・
中
・
大
下
の
三
集
落

か
ら
青
壮
年
や
中
高
生
が
参
加
し
、

熊
野
神
社
に
奉
納
し
ま
し
た
。
飯
牟

礼
地
区
の
三
集
落
は
そ
れ
ぞ
れ
衣
装

や
踊
り
も
違
い
、
飯
牟
礼
大
下
は
鎌

を
、
飯
牟
礼
中
は
棒
を
使
っ
た
踊
り
、

飯
牟
礼
上
は
虚
無
僧
踊
り
と
各
集
落

に
伝
わ
る
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

郡・
飯牟礼・
上土橋
棒踊り

各地区で
伝統の踊りを奉納

▲ 飯牟礼棒踊り ▲ 上土橋棒踊り

▲ 新築や初節句で伝統の踊りを披露（郡棒踊り）
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せください

伊作和紙を復興

手すき和紙で地域おこし

鹿
児
島
市
で
和
紙
ア
ト
リ
エ
〝
Ｔ

ａ
ｎ
ｅ
ｄ
ａ
〞
を
開
く
、
種
子
田
幸

廣
さ
ん
（
鹿
児
島
市
在
住
）
と
そ
の

仲
間
が
制
作
し
た
、
和
紙
の
照
明
器

具
な
ど
の
作
品
展
示
会
が
、
四
月
一

日
か
ら
五
日
間
、
吉
利
の
原
口
集
落

の
古
民
家
で
開
催
さ
れ
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

種
子
田
さ
ん
が
こ
の
地
で
和
紙
作

り
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
以

前
、
吹
上
地
域
で
手
す
き
和
紙
作
り

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
伝

統
の
伊
作
和
紙
を
復
興
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
で
、
そ
の
歴
史
を
た
ど
り

当
時
の
話
を
地
域
の
方
か
ら
聞
く
中

で
、
吉
利
地
区
の
原
口
集
落
で
自
生

し
て
い
る
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮
（
コ

ウ
ゾ
、
鹿
児
島
で
は
カ
ジ
）
を
発
見

し
、
和
紙
作
り
職
人
が
い
な
く
な
っ

て
も
こ
の
「
楮
」
が
脈
々
と
生
き
続

け
て
き
た
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

作
業
場
と
な
る
古
民
家
は
、
こ
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
方
か
ら
無
償
で
借

り
受
け
た
も
の
で
、
一
年
余
り
を
か

け
て
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
紙
す
き
の
作

業
場
を
改
修
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
作
業
場
で
の
制
作
は
不
定
期

に
な
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

紙
す
き
指
導
に
出
か
け
た
り
、
作
業

場
で
の
紙
す
き
体
験
指
導
も
で
き
る
。

「
人
々
が
楽
し
く
集
え
る
場
所
と
し

て
地
域
お
こ
し
に
も
協
力
を
し
た
い
」

と
、
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
が
、
南
さ
つ
ま
市
の
南
薩
少
年
自

然
の
家
で
四
月
八
日
（
土
）
か
ら
九

日
（
日
）
の
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
、

地
域
各
子
ど
も
会
か
ら
四
十
一
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
日
吉
中
央
公
民
館
か
ら

研
修
所
ま
で
の
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
全
員
自
転
車
で
向
か
い
ま
し
た
。

南
薩
自
転
車
道
を
利
用
し
な
が
ら
豊

か
な
自
然
を
満
喫
し
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
、
約
二
時
間
か
け
て
全
員
無
事

に
完
走
。
到
着
後
さ
っ
そ
く
入
所
式

が
あ
り
、
三
つ
の
約
束
と
し
て
「
時

間
厳
守
・
あ
い
さ
つ
・
心
の
リ
レ
ー
」

を
掲
げ
て
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
研
修
で

は
、
小
さ
い
子
ど
も
と
の
接
し
方
や
、

少
人
数
で
の
グ
ル
ー
プ
研
修
を
行
い
、

夜
の
部
で
は
勾
玉
作
り
で
、
み
ん
な

手
を
真
っ
白
に
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ

て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
野
外
活
動
と
し
て
の

カ
ヌ
ー
体
験
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
が
カ
ヌ
ー
初
体
験
の
中
、
緊

張
し
な
が
ら
も
楽
し
く
一
致
団
結
し

オ
ー
ル
を
漕
ぎ
、
い
つ
も
の
目
線
と

は
違
う
風
景
や
、
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
野
鳥
の
観
察
な
ど
、

貴
重
な
体
験
や
感
動
を
味
わ
い
ま
し

た
。研

修
を
無
事
に
終
了
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

積
極
的
に
子
ど
も
会
活
動
に
生
か
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

子ども会
リーダー
研 修 会

春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恒
例
と
な
っ

た
第
五
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ス
プ
リ

ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
in
日
吉
が
、
三

月
二
十
六
日
（
日
）、
日
吉
中
学
校
・

日
吉
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
の
共

催
で
、
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮
迫
夫
妻
に
よ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

二
重
奏
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
そ
の
あ

と
「
コ
ー
ル
日
吉
」
に
よ
る
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
フ
ル
ー
ト
や
ピ
ア
ノ

の
演
奏
と
つ
づ
き
、
日
吉
の
愉
快
な

仲
間
た
ち
「
ピ
チ
ピ
チ
７
」
に
よ
る

ゴ
リ
エ
ち
ゃ
ん
ペ
コ
リ
ナ
イ
ト
で
会

場
も
盛
り
上
が
り
。
よ
さ
こ
い
「
薩

摩
源
氏
蛍
」
に
よ
る
和
の
祭
り
で
は
、

日
吉
中
学
校
卓
球
部
二
年
生
・
日
吉

地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
有
志
・
コ
ー

ル
日
吉
有
志
に
よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
＝
共
演
）
に
よ
り
会
場
の
雰
囲

気
も
最
高
潮
に
達
し
、
会
場
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
様
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
で
、
延
べ
十
二
の
福
祉

施
設
へ
収
益
金
が
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。

スプリング
コンサート
in 日吉

音
楽
の
調
べ
で

日
吉
に
さ
わ
や
か
な
風
を

四
月
七
日
（
金
）、
春
の
交
通
安

全
運
動
の
一
環
と
し
て
日
吉
地
域
で

の
広
報
パ
レ
ー
ド
出
発
式
が
日
吉
支

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式
に
先
立
ち
、「
交
通
安
全

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
０
０
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
）

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
山
田
交

通
安
全
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
が
期
間
中

の
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
た
と
し

て
、
伊
集
院
警
察
署
長
か
ら
表
彰
伝

達
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
集
院

地
区
交
通
安
全
協
会
長
か
ら
は
「
優

良
運
転
者
銅
賞
」
の
表
彰
も
あ
り
、

地
域
か
ら
八
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
の
期
間
中
、
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
交
通

安
全
協
会
・
交
通
安
全
母
の
会
・
商

工
会
青
年
部
・
各
企
業
の
方
々
・
市

職
員
ら
が
、
地
域
内
の
各
要
所
に
毎

朝
立
っ
て
の
児
童
生
徒
の
通
学
指
導

や
国
道
２
７
０
号
で
の
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
を
展
開

安
全
無
事
故
で

研
修
所
ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▲

▲ 緊張の中でのカヌー体験 ▲ 研修も夜まで実施「勾玉作り」

地
域
を
越
え
た
交
流
の
場

一
泊
二
日
で
気
持
ち
が
一
つ
に

ま
が

た
ま

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

存
分
に
発
揮

第
14
回
日
吉
方
面
団
消
防
操
法
大
会

第14回日置市消防団日吉方面団消防操法大会が、
４月16日隻晴天にも恵まれ、大勢の市民が応援する
中で開催されました。
当日は、小型ポンプ操法の部に７つの部が、ポンプ

車操法の部に３つの部が出場し、７月19日戚東市来
地域の鹿児島県消防学校で行われる日置支部大会への
出場を目指し、日ごろの訓練の成果を遺憾無く出し切
り迅速かつ確実な動きを各部とも披露しました。
成績は次のとおりです。

【小型ポンプの部】 
優　勝 南分団 北区部（タイム46.6秒）
個人賞 指揮者 南分団 中区部 上原 伸一

一番員 南分団 北区部 冨ヶ原隆司
西分団 日新部 冨ヶ原貴幸

二番員 南分団 北区部 原口 東
三番員 東分団 笠ヶ野部 西原 俊隆

【ポンプ車の部】 
優　勝 東分団 住吉部

（タイム 第１線58.7秒 第２線75.6秒）
個人賞 指揮者 西分団 川西部 元山 盛一

一番員 南分団 南区部 満冨 英樹
二番員 西分団 川西部 角 幸宏
三番員 東分団 住吉部 堀 吉男
四番員 南分団 南区部 上之園博幸

小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝「
北
区
部
」

▲

ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝「
住
吉
部
」

▲

キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
を
披
露

▲

会
場
と
一
体
と
な
っ
た
和
の
祭
り

▲

▲ 美しいハーモニーを披露「コール日吉」 ▲ 中学生による合唱

工
房
で
和
紙
づ
く
り
を
す
る
種
子
田
さ
ん

▲

▲ 朝の通勤時間に交通安全を呼びかけ
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せください

吹
上
浜
渚
の
あ
ま
塩
館
開
所

届
け
ま
す
！
手
塩
に
か
け
た
吹
上
の
味

下
与
倉
の
伊
作
川
で
体
長
一
㍍
三
十
㌢
、
胴

回
り
三
十
㌢
の
大
ウ
ナ
ギ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
ウ
ナ
ギ
は
四
月
六
日
、
河
川
改
修
工

事
中
の
業
者
が
発
見
、
生
態
に
詳
し
い
高
橋
正

和
さ
ん
（
宮
坂
）
に
捕
獲
を
依
頼
し
た
も
の
。

高
橋
さ
ん
に
よ
る
と
背
中
の
模
様
か
ら
「
ゴ
マ

ウ
ナ
ギ
と
呼
ば
れ
、
皮
が
厚
く
脂
が
少
な
い
の

が
特
徴
」。

「
伊
作
川
が
き
れ
い
な
川
に
戻
っ
た
証
拠
」

と
高
橋
さ
ん
。
し
ば
ら
く
自
宅
の
水
槽
で
飼
い

な
が
ら
、
見
学
者
に
自
然
と
の
共
生
も
訴
え
ま

し
た
。

大
型
の
水
槽
と
は
い
え
、
大
ウ
ナ
ギ
に
は
窮

屈
な
ス
ペ
ー
ス
で
し
た
。
後
日
、
川
に
返
さ
れ

た
川
の
主
は
悠
々
と
泳
い
で
い
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

「
吹
上
天
然
塩
の
会
」（
宮
本
哲
哉

会
長
）
の
新
し
い
活
動
拠
点
「
渚
の

あ
ま
塩
館
」
が
五
月
二
日
、
入
来
浜

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
会
は
平
成
十
二
年
に
発
足
以
来
、

地
域
づ
く
り
を
兼
ね
て
、
会
員
宅
の

庭
先
で
塩
焚
き
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

地
道
な
活
動
で
確
か
な
塩
づ
く
り
に

取
り
組
み
な
が
ら
販
路
も
拡
大
、
全

国
各
地
に
顧
客
も
で
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
「
渚
の
あ
ま
塩
館
」
は
、

塩
焚
き
小
屋
の
ほ
か
、
物
産
販
売
所

や
体
験
施
設
を
完
備
。
吹
上
浜
沖
三

㌔
か
ら
く
み
上
げ
て
き
た
海
水
を
船

着
場
か
ら
パ
イ
プ
で
圧
送
、
光
と
風

を
使
っ
て
濃
縮
す
る
施
設
な
ど
、
労

力
を
軽
減
す
る
設
備
も
備
え
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
お
よ
そ
三
千
八
百
万
円
。

こ
れ
ま
で
の
積
立
金
や
市
補
助
金
を

充
て
て
い
ま
す
。

拠
点
整
備
を
機
に
有
限
会
社
を
設

立
。「
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
が

皆
さ
ん
の
支
援
で
、
特
産
品
と
し
て

軌
道
に
乗
り
ま
し
た
」
と
宮
本
さ
ん
。

「
手
塩
に
か
け
た
吹
上
の
味
を
お
届

け
し
ま
す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

新
し
い
設
備
で
も
製
塩
は
手
づ
く
り

▲

伊作川で
大ウナギ
捕 獲

体
長
1.3
㍍
の

川
の
主

吹
上
温
泉
春
祭
り
が
四
月
十
六
日
、
吹
上
温

泉
広
場
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
温
泉
と
い
う
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
と
、
そ
の
利
用
促
進
を
図

ろ
う
と
、
吹
上
温
泉
街
活
性
化
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
。
こ
の
日
、
温
泉
組
合
加
盟
旅
館
の

温
泉
利
用
者
に
は
半
額
券
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
試
み
と
し
て
、
ミ
ス
ひ
お
き
を
モ
デ
ル

に
撮
影
会
が
企
画
さ
れ
、
多
数
の
写
真
愛
好
家

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
津
家
ゆ
か
り
の

温
泉
に
ち
な
み
、
小
学
生
を
対
象
に
「
い
ろ
は

歌
か
る
た
取
り
大
会
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

温
泉
広
場
で
の
島
唄
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
民

謡
日
本
一
の
唄
者
、
中
村
瑞
希
さ
ん
ら
の
澄
ん

だ
唄
声
が
、
春
の
温
泉
街
に
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。

吹上温泉
春 祭 り

吹上よかとこ

お湯のまち

▲ ミス日置をモデルに撮影会

▼ 春の陽気に踊り
にも飛び入りが

吹
上
方
面
団
消
防
操
法
大
会

正
々
堂
々
、消
防
技
術
を
競
う

消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
消
防
団

員
の
意
識
高
揚
を
目
的
に
四
月
二
十

三
日
、
吹
上
方
面
団
消
防
操
法
大
会

が
吹
上
浜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
に
九
支

部
、
ポ
ン
プ
車
に
五
支
部
が
出
場
、

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

団
員
の
一
挙
手
一
投
足
を
市
消
防

本
部
が
審
査
。「
終
了
し
ま
す
」
の

報
告
ま
で
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
優
勝
は
小
型
ポ
ン

プ
の
部
が
坊
野
部
、
ポ
ン
プ
車
の
部

が
和
田
部
、
い
ず
れ
も
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

▲ 小型ポンプの部優勝 坊野 ▲ ポンプ車の部優勝 和田

団

体

個

人

１位 坊野部
２位 野首部
３位 浜田部

指揮者 能勢 新一（坊野）
１番員 向井 政敏（野首）

野添 誠（坊野）
２番員 漆島 久志（花田）

福田 誠（坊野）
３番員 魚返秀一郎（野首）

高田 利文（花田）
横山 勉（浜田）

ポンプ車の部

団

体

個

人

１位 和田部
２位 吹上部
３位 湯之元部

指揮者 軸屋 哲久（中央）
１番員 福添 良弘（和田）
２番員 下園 忠征（和田）
３番員 西園賢一郎（吹上）
４番員 吉岡 弘司（湯之元）

中城 良治（永吉）

小型ポンプの部

旧
平
鹿
倉
小
学
校
プ
ー
ル
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
平

鹿
倉
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
」
が
四
月
三
十
日
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
吹
上
地
域
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
市
な
ど
か
ら

約
百
人
が
参
加
。
思
い
思
い
の
釣
り
ざ
お
で
三
千
匹
に
挑

み
、
二
十
㌢
を
超
え
る
ニ
ジ
マ
ス
が
次
々
と
釣
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

野
首
地
区
運
動
会
が
四
月
二
十
三
日
、
同
地
区
公
民
館

庭
で
あ
り
ま
し
た
。

自
治
会
対
抗
で
競
う
競
技
は
、「
縄
練
り
競
争
」
や
箸

を
ビ
ン
の
穴
に
落
と
す
「
ボ
ッ
ト
イ
ン
野
首
」
な
ど
、
老

若
男
女
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
。
鯉
の
ぼ
り
舞
う
館

庭
に
、
百
二
十
人
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

春の交通安全運動

カ
ラ
フ
ル
な
民
族
衣
装

の
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
生
が

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
」

を
訴
え
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
員
約

70
人
が
薄
暮
の
危
険
性

や
反
射
材
の
有
効
性
を
体

験
し
ま
し
た
。

特産品直売所感謝祭

先
着
千
人
に
ひ
ま
わ
り

の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
２
時

間
ほ
ど
で
終
了
。
店
内
外

に
人
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ふ
ん
だ
ん
な
花
と
野
菜

が
好
評
。
ア
ス
パ
ラ
入
り

お
に
ぎ
り
も
瞬
く
間
に
な

く
な
り
ま
し
た
。

平鹿倉
ニジマス
釣り大会

山あいに太公望
100人集う

野首地区
運 動 会

老若男女が
笑顔で参加

4
/6
安

全運
転キャンペーン

4
/6
安

全運
転キャンペーン

4

/6
シルバーナイト

スク

ー
ル4

/6
シルバーナイト

スク

ー
ル

4
/2
3

ひ
まわ
り館2周年感謝祭

4
/2
3

ひ
まわ
り館2周年感謝祭

4/30 かめまる館季
節
の

野
菜
市

4/30 かめまる館季
節
の

野
菜
市



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

福
田
世
鹿
人

晋
拓

小
牧

佐
野

史
佳

公
一

北
湯
之
元

豊
永

愛
叶

尚
弘

北
湯
之
元

峯
苫

由
奈

敬
二

東
宮
内

杉
本

佳
将

憲
一

緑
ヶ
丘

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

大
原

春
希

優
志

田
之
湯

松
崎

遥
香

秀
樹

城
之
町

藤
増

一
啓

勇
治

堀
内

佐
抜

遥
音

憲
磨

堀
内

冨
ケ
原

翼

松
三
郎

堀
内

池
ノ
上
麗
桜
奈

礼

杉
之
迫

松
増

大
歩

良
作

平
迫
比
良

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

岡
山

祐
夢

政
美

川
口

上
園

美
果

忠
彦

八
幡

加
藤

優
心

賢
次

植
木

日
吉
地
域 

����� �����	
 ������� �����	
��

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

尾
フ
ミ
ヱ

93

青
松
園

諏
訪
免
ミ
エ

84

西
山

横
増

清
春

74

前
屋
敷

遠
矢

幸
子

82

遠
矢
ケ
原

山
口

榮
作

94

帆
東

松
原

敏
子

87

住
吉

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

宮
下

ミ
ヨ

89

上
草
田

竹
之
内
ア
キ

90

入
来

内
門

正
捉

77

入
来
浜

坂
口

俊
夫

90

上
和
田

山
ノ
内
ノ
ブ

89

上
和
田

窪
田
フ
ヂ
ノ

86

上
与
倉

坊
野

ヨ
子

83

梅
里
下

滿
留

ヒ
ナ

90

中
田
尻

寺
園

美
幸

77

上
田
尻

秋
葉
キ
ミ
子

83

下
田
尻

小
河
原
マ
キ

88

西
本
町

青
山

和
美

16

中
津

※
今
月
号
か
ら
住
所
地
で
の
掲
載
に
変

更
し
ま
し
た
。

※
訂
正
と
お
詫
び

広
報
４
月
号
の
Ｐ
17
「
戸
籍
の
窓

お
め
で
た
」
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫

び
し
ま
す
。

東
市
来
支
所

誤

↓

正

永
野

龍
神

↓

永
野

龍
伸

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

水
口

結
月

和
明

妙
円
寺
８
区

吉
岡

龍
生

淳

下
神
殿
２
区

福
留

侑
志

勝
利

郡
上

翁

さ
く
ら

茂
椿

麦
生
田
西

泊

香
遥

俊
光

徳
重
東

清
水

一
真

秀
一

妙
円
寺
３
区

小
田

佳
凛

み
き

下
神
殿
２
区

山
下

廉
翔

勝
博

妙
円
寺
３
区

吉
村

岳
人

和
洋

瀬
戸
内

捉
重

未
渚

大
輝

妙
円
寺
７
区

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

田
口

亨
子

45

妙
円
寺
９
区

原
之
園
シ
ヅ
子

81

中
福
良

柿
内

喜
一

71

下
土
橋

潟
山
カ
ヅ
子

86

飯
牟
礼
下

西
郷

ヒ
ロ

89

荒
瀬

東

サ
ナ

92

中
川

本
村

義
光

62

向
江
町

本
村

西
男

68

麦
生
田
下

東

カ
ヲ
ル

75

瀬
戸
内

原
之
園
末
盛

81

大
田
上

新
山

慶
次

89

麦
生
田
西

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

森
重

斉

73

麓
上

森
園
ツ
ル
エ

96

城
之
町

東
峯

文
夫

83

下
養
母
下

町
田

松
男

78

荻

重
水
ス
ミ
エ

80

梅
木

重
信

博
文

56

田
之
湯

永
井
シ
ヅ
子

93

美
山
上
後

堀
之
内

斉

89

皆
田
西

宮
前
ツ
ル
ヱ

84

丸
牧

上

藤

86

赤
崎

ゆ
う

し

は
る

と

ゆ
う
し
ん

つ
ば
さ

れ

お

な

か
ず

ま

れ
ん

と

は
る

か

い
っ
け
い

が
く

と

り
ゅ
う
き

ひ

ろ

む

ひ

ろ

む

ゆ

づ
き

か

り
ん

こ

は
る

み

な

と

き

み

か

４
月
受
付
分（
敬
称
略
）

４
月
受
付
分（
敬
称
略
）

これまで、日置市東市来地域及びいちき串木野市の
登記事務（不動産・財団等）は、鹿児島地方法務局市
来出張所で取り扱ってきましたが、平成18年７月18
日惜から日置市東市来地域の登記事務を鹿児島地方法
務局で、いちき串木野市の登記事務は鹿児島地方法務
局川内支局で取り扱うことになります。
なお、登記簿謄本（登記事項証明書）等は郵送でも

請求することができます。
【お問い合わせ先】
鹿児島地方法務局
〒890‐8518 鹿児島市鴨池新町１番２号

牲099‐259‐0680
鹿児島地方法務局市来出張所（※平成18年７月14日まで）
〒899‐2101 いちき串木野市湊町2837番地

牲0996‐36‐2018

騎射場電停 

鴨池市民球場 

ダイエー 

郡元電停 

至
鹿
児
島
中
央
駅
 

市営プール前 
バス停 

市営プール 市営駐車場 県立鴨池野球場 

至与次郎 

日赤前バス停 

至
鴨
池
港 

日本赤十字 
血液センター 

市水道局 

医師会病院 

真砂町 
県庁前バス停 

鹿児島県庁 

法務局 

国道22
5号 

至谷山
 

ここです！ 

▲ 鹿児島地方法務局庁舎案内図

鹿児島地方法務局 
市来出張所を統合 

よ

か

と

ふ
み
よ
し

あ
い

か

け
い
し
ょ
う

ゆ

い

な

・ 

・ 

異文化
交 流

日
置
市
の
新
し
い
国
際
交
流
員
（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）
と
し
て
金
信
愛
（
キ
ム
・
シ

ン
エ
）
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

キ
ム
さ
ん
は
、
韓
国
・
慶
尚
北
道

の
大
邱
（
テ
グ
）
市
出
身
の
二
十
四

歳
。
経
歴
と
し
て
は
、
韓
国
の
啓
明

大
学
で
三
年
間
日
本
語
文
学
を
専
攻
、

沖
縄
の
琉
球
大
学
に
も
二
年
間
留
学

し
日
本
文
化
を
研
究
。
そ
の
間
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
員
の
招
致
は
、
総
務
省

な
ど
が
進
め
る
「
外
国
青
年
招
致
事

業
」
で
、
キ
ム
さ
ん
は
四
代
目
、
ザ

カ
リ
ア
さ
ん
（
吹
上
支
所
勤
務
）
が

二
代
目
と
し
て
、
本
市
の
国
際
交
流

事
業
の
企
画
立
案
や
通
訳
、
韓
国
語

教
室
・
講
演
を
通
じ
、
学
校
や
市
民

の
異
文
化
理
解
の
た
め
の
交
流
活
動

を
行
い
ま
す
。

キ
ム
さ
ん
の
任
期
は
一
年
（
更
新

に
よ
り
最
長
三
年
間
）、
東
市
来
支

所
地
域
振
興
課
で
勤
務
し
ま
す
。「
国

と
国
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
大
き
な
こ
と

は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

心
と
心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
の
役
割
を

通
し
て
、
韓
国
と
日
本
の
よ
り
近
く

親
密
な
関
係
作
り
に
微
力
な
が
ら
お

役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
趣
味

は
ピ
ア
ノ
演
奏
、
映
画
鑑
賞
、
読
書
。

吹
上
支
所
で
勤
務
す
る
マ
レ
ー
シ

ア
か
ら
の
国
際
交
流
員
ザ
カ
リ
ア
さ

ん
と
も
力
を
あ
わ
せ
、
交
流
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

活
躍
に
期
待 

職
員
か
ら
歓
迎
を
受
け
る
キ
ム
さ
ん

三
年
の
思
い
を
胸
に
宮
路
市
長
に
お
別

れ
の
あ
い
さ
つ

〝
心
と
心
を
つ
な
ぎ
た
い
〞

ソン・ヒチョルさん

３年間ありがとう

韓
国
か
ら
金
信
愛
さ
ん
着
任

日置市国際交流員の成 希哲（ソン・ヒチョル）

さんが３年間の任期を終え、３月 19日に韓国へ

帰国しました。

ソンさんは、平成 15年４月から旧東市来町お

よび日置市の国際交流員として勤務し、市内小・

中学校の“総合的な学習の時間”などで韓国の文化・

風習を紹介。韓国南原市との青少年交流事業や韓

国文化交流事業では、優秀な語学力を生かし日本

と韓国との連絡調整や翻訳・通訳に積極的に取り

組み、両国の架け橋を担っていただきました。

ソンさんは、｢日置市で学んだことを今後の生活

に生かしていきます。３年間本当にありがとうご

ざいました。｣ と、思い出をかみしめながら話して

いました。



����� �����	
 ������� �����	
��

シリーズ⑫

ひと いきいき

「
昭
和
26
年
、
日
置
中
学
校
（
現
在
の
日
吉
中
）
を
卒
業
後
す
ぐ
に
、
た

ば
こ
栽
培
を
し
な
が
ら
、
木
挽
き
（
こ
び
き
＝
切
り
出
し
た
木
材
を
用
材
に

仕
立
て
る
仕
事
）
や
瓦
焼
の
薪
を
運
ん
だ
り
す
る
林
業
関
係
の
仕
事
に
就
い

た
の
が
山
と
の
出
会
い
。
今
で
は
山
で
の
作
業
が
生
き
が
い
！
」
と
、
当
時

の
苦
労
話
や
山
を
離
れ
運
送
会
社
に
勤
務
し
た
経
緯
な
ど
、
間
伐
作
業
の
手

を
休
め
て
に
こ
や
か
に
語
る
牧
内
さ
ん
。

牧
内
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で
住
吉
集
落
会
長
を
８
年
間
務
め
、本
年
４
月
か
ら

は
草
原
自
治
会
長
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
一
生

懸
命
で
す
。何
事
に
も
前
向
き
な
牧
内
さ
ん
で
す
が
、「
自
治
会
長
の
仕
事
は

大
変
で
業
務
や
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
て
い
き
た
い
」

と
、す
で
に
今
年
の
夏
祭
り
の
企
画
準
備
に
も
抜
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

山
を
愛
す
る
気
持
ち
が
人
一
倍
で
常
に
山
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
牧

内
さ
ん
は
、
趣
味
も
「
山
に
関
す
る
こ
と
が
全
部
」
と
。
山
へ
行
け
な
い
雨

の
日
に
は
近
く
の
山
の
様
子
を
眺
め
た
り
自
治
会
の
仕
事
を
片
付
け
て
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
山
道
具
の
手
入
れ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
み
。「
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
い
山
を
見
る
と
残
念
で
手
入
れ
を
し
た
く
な
る
。
も
っ
と
み

ん
な
関
心
を
持
っ
て
」
と
、
や
さ
し
く
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
黙
々
と
仕
事

を
続
け
る
牧
内
さ
ん
で
し
た
。

牧内 重光
まき うち しげ みつ

さ
ん［70歳］ 

●20年間勤めた運送会社を平成7年に定年退職。そ
の後、当時のひおき森林組合日吉支所の川野氏から
の強い要請もあり、ひおき森林組合に勤務、鹿児島
県の森林施業推進委員としても活動されており現在
に至っています。また、地元でも定年を待っていた
かのように集落会長を8年間務め、現在は草原自治
会長として地域に貢献されています。 

日吉町日置　（草原自治会） 

日
置
市
の
未
来
に
向
け
て
、
わ
た
し
に
で
き

る
三
つ
の
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
は
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
町
づ
く
り
で
す
。
活
気
の
あ
る
町
に
し
て
い

く
た
め
に
も
、
わ
た
し
は
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
き
れ

い
な
海
や
緑
に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
日
置
市
。
こ
の

自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

三
つ
目
に
、
協
力
し
合
え
る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
の

ク
ラ
ス
は
、
決
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
ク
ラ
ス
と
は
言

え
な
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
で
も
、
六
年
生
に
な
っ
た
今
、

み
ん
な
の
気
持
ち
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
協
力
し
合
い
た
い
。
」
と
い
う
雰
囲
気
が
出
て
き
た

の
で
す
。
み
ん
な
が
心
を
一
つ
に
す
れ
ば
、
必
ず
素
晴

ら
し
い
ク
ラ
ス
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
日
置
市
も
み
ん
な
で
協
力
し
合
え

る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
日
置
市
の
未
来
に
向
け
て
』 

日
置
小
学
校
六
年
　
　
大
樂
　
侑
実 

さ
ん 

伊集院地域の寺脇自治会に円福寺跡があります。20
基ほどの石塔が残っており、その中に南北朝時代に活
躍した武将伊集院忠国（生没年不詳）と夫人の墓があ
ります。
伊集院忠国は島津氏の分家で、伊集院一帯を支配し

ていました。1336年に朝廷が南朝と北朝に分裂し、全
国各地で戦いが始まりました。島津一族の大部分は北
朝方につきましたが、忠国は南朝について島津本家と
対立しました。忠国は南朝方の重要人物として、一宇
治城（現在の城山公園）を本拠地に各地で戦いました。
忠国は1337年に阿多（現在の南さつま市）や市来

で戦いましたが、次第に戦況は不利になり、1340年に
一宇治城から撤退しました。その後、次第に勢力を盛
り返した忠国は、1342年に懐良親王（または ｢かねな
がしんのう」）を助けて谷山で戦い、1345年頃には一
宇治城を取り返したようです。1350年に郡山（現在の
鹿児島市）の松尾城を攻め落とし、領地を拡大しました。
1360年頃には本家と和解し、戦いを終えたようです。
忠国の眠る円福寺は、建てられた年は不明ですが、様々
な資料から平安時代末期（12世紀末）から存在した可
能性があり、そうであれば伊集院で最も古い寺になり
ます。

〈引用参考文献〉 

『伊集院町誌』 

円福寺跡と伊集院忠国夫妻の墓（伊集院地域） 

吹上町中原 

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

だ

い

ら

く

　

　

ゆ

う

み

 

　和紙ちぎり絵を通していろんな人と
出会えるのが楽しみ。和紙ちぎり絵に
興味を持ち始めた時に、先輩に声をか
けられたのが始めたきっかけで、今年
で9年目。自主講座の講師を務め、仲間
と習作の勉強をしながらオリジナル作
品にも挑戦。題材探しに悩みながら、構
図決め→和紙選び→貼る作業など、細
かい作業を経て完成した作品には愛着
と、ひと仕事終えた喜びを感じます。 

観音寺　恵美子　（62歳） さ
ん 

「和紙ちぎり絵」 

池田　ひかりちゃん（8か月） 

最近は歩行器乗りも上達してきて、
家中をかけ回っています。元気で素直に、
又、たくましい女の子に育ってね。

■おかあさんから

父 修一さん 母 千鶴さん
（伊集院町下谷口）

島田　伊織くん（3歳11か月） 

６月で４歳になります。いろんなこ
とに興味を持って、元気いっぱいたく
ましく育ってほしいです。

■おかあさんから

父 孝志さん 母 里和さん
（吹上町中原）

い おり

かね よし しん のう

12

えん　ぷく　じ 

ま
き

「躍動（伊作太鼓踊り）」

本庁から車で 
東市来方面へ10分 

Access

▲ 中央が忠国、向かって左が夫人の墓

訂正とお詫び 

広報４月号のＰ19「ウォッ
チまちの文化財⑪」の記事
中大汝牟遅のふりがなに誤
りがありました。次のとお
り訂正してお詫びします。

誤 正
おおむなち ⇒ おおなむち

・・・・




